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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜患者様連絡事項＞

· 永洞　恭子様～昨日、小坂Drより褥瘡診察して頂いています。肉芽形成良好、浸出液ご　

く少量のみで経過良好との事でした。酵素剤・消炎剤７日分継続処方となっています。引き続き、処置継続、創部の観察、清潔保持をしていきましょう。

· 荒屋敷　チエ様～本日、本人でなければ受け取りが出来ない荷物をとりに行く為、郵便　

局へ妹様と外出しています。問題なく帰院しています。

· 久保田　トミエ様の部屋の洗面所の詰まりの修理が終了しました。

· 小国　喜一様～食後の内服薬について、食後、自分で内服する為、本人のお膳の上に置　

いていて欲しいとの要望があったようです。紛失や、他者への誤投薬等事故へつながります。服薬はスタッフで行い、口腔内に残っていないかを確認しなければならない為、食後、様子を見て介入して下さい。

· 前野　好三様～以前から二フラン点眼液(抗炎症剤)を使用しています。本人は白内障の　　

薬だと思っていたようです。今後、点眼を中止しますので、本人からの希望があった際は、抗炎症剤の必要性がない事を説明してください。

· 各伝票の貼り方について

貼る場所が間違えていたり、糊をつけすぎて貼り直しができない状態である事が多々あります。糊は四つ角につけ、場所を間違えないよう、不明点は確認して貼ってください。

· 洗濯の仕方について

洗濯の際、粉が固まったまま終了している事が多いです。洗剤投入口から洗剤を入れて行うようにしてください。

・　今まで病棟等で利用していた、管理日誌・日用品発注・入院、入所状況が暫定Bumo

n－homeで保存されていましたが、暫定Bumon－homeが無くなることになり、フォルダ移動をしました。　移動場所は「Wiz→みんなの共有→庶務」です。

　　そのためショートカットも変更になり、各病棟のショートカットフォルダをすべて変更いたしました。今後、日誌の記載、日用品発注入力はショートカットフォルダ内のファイルにて行ってください。何かありましたら庶務チームまでご連絡ください。

· ＤユニットＴＶのアンテナの刺し込みについて

本来、常時差し込んで使用するものであり、接続部分は頑丈ではありません。患者様の事故防止やテレビの破損防止の為、使用後はアンテナを外さなければならない為、アンテナの刺し込み・取り外しは丁寧に扱ってください。

＜皮膚科診察＞

· 橋本　万様～褥瘡治癒。

· 板垣　富蔵様～両手：アズクロ・ガーゼ保護(湿疹悪化傾向)

· 細越　国雄様～両踵部：ラミシール塗布後、ラップ保護(硬くなっている為)

＜褥瘡評価・検討＞

· 永洞　恭子様～肉芽形成良好、浸出液ごく少量のみで経過良好。処置継続、創部観察、

清潔保持して下さい。

· 橋本　万様～本日の皮膚科診察にて褥瘡治癒となりました。創部の皮膚は薄くなってい

る状態の為、皮膚保護の為、ラップ保護は継続してください。

· 三浦　一男様～創部は改善傾向です。夜間、這っての徘徊がある為、その際には車椅子

に座って頂き、創部を保護してください。

· 北山　和子様～踵部からの浸出液はありません。引き続き処置継続してください。

· 中村　松五郎様～浸出液多量です。その都度処置しています。以前に比べ、腫脹は軽減　　

してきていますが熱感は持続しています。処置継続、創部観察、清潔保持して下さい。

